
「
新
国
語
(
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
)
」
の
若
察

1
　
「
新
国
語
」
と
は

こ
こ
に
い
う
「
新
国
語
」
と
は
、
ア
メ
-
カ
に
お
い
て
'
経
験
主
義
(
あ
る

い
は
デ
ュ
ー
イ
ズ
ム
)
国
語
教
育
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
'
1
九
五
〇
年
代

末
か
ら
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
'
学
問
中
心
の
、
系
統
性
を
重
視
し
た
、

新
し
い
、
教
科
と
し
て
の
国
語
の
こ
と
で
あ
る
。

2
　
過
去
一
世
紀
の
国
語
教
育
の
変
遷

※
1

つ
ざ
の
時
期
区
分
は
'
シ
カ
ゴ
大
学
の
　
・
w
ォ
、
、
、
ラ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
全
体
の
変
遷
を
特
徴
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
語
教
育
の
変
遷

を
も
、
的
確
に
示
し
て
い
る
。

川
権
威
主
義
的
な
時
期

は
進
歩
主
義
的
な
時
期

糾
学
問
的
な
時
期

川
人
道
主
義
的
な
時
期

各
時
期
が
何
年
か
ら
何
年
ま
で
か
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
'

川
権
威
主
義
的
な
時
期
は
一
九
世
紀
の
国
語
教
育
、
脚
進
歩
主
義
的
な
時
期

は
、
今
世
紀
は
じ
め
か
ら
1
九
五
〇
年
代
未
ま
で
'
脚
学
問
的
な
時
期
は
、
1

九
五
〇
年
代
末
か
ら
今
日
ま
で
、
川
人
道
主
義
的
な
時
期
は
'
川
と
重
な
り
あ

っ
て
'
一
九
六
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

森
　
　
田
　
　
信
　
　
義

こ
の
区
分
の
し
か
た
は
、
川
か
ら
間
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
基
準
を
、
実

践
か
ら
し
だ
い
に
、
主
義
・
主
張
に
置
き
換
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
'
今
日
ま
で
の
国
語
教
育
を
、
進
歩
主
義
国
語
教
育
の
実
践
の
時
期
と
の
み

規
定
す
る
こ
と
は
'
あ
ま
り
に
一
両
的
な
と
ら
え
方
で
あ
る
0
し
た
が
っ
て
へ

ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
実
践
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
し
た
う
え
で
、
右
の
四
つ
の

時
期
区
分
を
用
い
る
こ
と
が
、
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

今
日
の
ア
メ
-
カ
の
国
語
教
育
は
'
傾
向
と
し
て
学
問
的
な
国
語
教
育
の
方

に
向
か
っ
て
い
る
o
ま
た
、
比
較
国
語
教
育
(
主
と
し
て
、
英
・
・
1
米
)
の
立
場

か
ら
、
ま
た
、
国
内
の
経
験
主
義
折
詰
の
立
場
か
ら
、
人
道
主
童
的
な
国
語
教

育
も
、
無
視
で
き
な
い
力
を
持
ち
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
'
現
在
な
ら
び

に
t
 
l
九
七
〇
年
代
の
国
語
教
育
の
主
流
を
な
す
の
は
'
学
問
中
心
の
国
語
教

育
で
あ
ろ
う
。

*sC

一
九
五
八
年
に
始
ま
る
、
国
語
教
育
の
改
革
の
掛
卓
は
'
目
標
、
領
域
'
教

材
、
指
導
法
、
教
員
養
成
な
ど
'
す
べ
て
の
面
に
お
よ
ぶ
総
合
的
な
も
の
で
あ

る
O
こ
の
種
の
総
合
的
な
改
革
の
試
み
は
、
今
世
紀
に
は
い
っ
て
、
一
九
「
七

※
3

年
へ
一
九
三
五
年
に
続
-
三
度
目
の
も
の
で
あ
る
。

3
　
改
革
の
理
由
と
方
向

デ
ュ
ー
イ
ズ
ム
の
も
と
で
行
な
わ
れ
て
き
た
教
育
に
対
す
る
批
判
は
、
一
九

五
〇
年
代
末
に
初
め
て
生
じ
た
の
で
は
な
い
が
'
一
九
五
七
年
の
ソ
迫
の
人
工

12



衛
星
打
ち
上
げ
が
批
判
の
推
進
力
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ

る
。ま

ず
、
理
科
教
育
へ
外
国
語
教
育
の
分
野
で
改
革
が
始
ま
り
'
こ
れ
が
国
語

教
育
の
改
革
を
促
し
て
い
る
。

国
語
教
育
は
、
な
ぜ
へ
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
、
オ
レ
ゴ
ン
大

学
の
キ
ッ
ツ
へ
イ
バ
ー
は
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

『
内
包
さ
れ
た
複
雑
な
問
題
を
簡
潔
に
し
す
ぎ
る
こ
と
な
し
に
、
こ
の
動
き

の
こ
と
.
を
逃
べ
渇
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
も
適
切
で

あ
ろ
う
。
過
去
数
年
間
に
'
『
生
活
適
応
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
か
ら
t
　
よ

り
大
き
な
血
的
精
密
さ
を
特
徴
と
し
、
興
味
へ
重
要
さ
に
対
す
る
そ
れ
自
身
の

要
求
を
持
っ
て
い
る
、
組
織
化
さ
れ
た
知
識
体
系
と
し
て
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

学
問
的
教
科
に
'
よ
り
大
き
な
力
点
を
置
-
と
い
う
特
徴
を
持
つ
も
の
へ
と
い

う
著
し
い
動
き
が
あ
っ
た
.
』
　
(
「
ア
イ
オ
ワ
国
語
年
報
」
　
1
九
六
五
・
秋
、

三
ペ
ー
ジ
)

『
生
活
適
応
』
を
目
的
と
す
る
国
語
教
育
の
、
非
系
統
性
へ
学
問
的
な
レ
ベ

ル
の
低
さ
が
、
改
革
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

4
　
改
革
の
機
構

「
新
国
語
」
に
参
加
し
て
い
る
主
要
な
団
体
・
組
織
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も

の
で
、
い
ず
れ
も
全
米
に
わ
た
る
組
織
で
あ
る
。

川
全
米
国
語
教
育
者
評
議
会
(
Z
O
H
W
)

は
現
代
語
協
会
c
s
-
x
:
)

榊
大
学
入
試
委
員
会
(
O
W
W
C
Q
)

糾
大
学
国
語
協
会
(
o
W
<
5
)

脚
ア
メ
-
カ
研
究
協
会
ォ
(
/
>
<
)

脚
国
防
教
育
法
研
究
所
C
5
Q
W
<
-
.
:
z
;
w
E
-
"
-
<
h
O
e
-
W
)

川
合
衆
国
教
育
局
C
p
'
W
O
f
c
h
-
u
w
O
f
c
W
P
5
U
<
h
-
O

N
)

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
指
導
的
な
組
織
と
逗
結
し
て
、
全
米
各
地
の
大
学
を
中

心
と
す
る
二
〇
以
上
の
カ
-
キ
ユ
ラ
ム
研
究
・
実
地
教
授
セ
ン
タ
ー
が
活
動
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
教
材
の
作
成
へ
指
導
法
の
開

発
、
実
験
授
業
の
実
施
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
0
1
九
六
1
年
に
-
ネ
ソ
タ
大
学

に
セ
ン
タ
I
が
で
き
て
以
来
、
1
九
六
九
年
ま
で
(
ほ
と
ん
ど
の
セ
ン
タ
ー
は

一
九
六
七
年
ま
で
)
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
進
め
て
き
た
o

カ
-
キ
ュ
ラ
ム
・
セ
ン
タ
ー
名
'
対
象
学
年
、
研
究
期
間
へ
対
象
領
域
を
あ

げ
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
(
一
般
国
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
わ
れ
る
も

の
の
み
、
)

ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
(
ォ
ー
t
o
九
六
三
I
六
八
・
作
文
)
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大

学
(
w
-
a
-
一
九
六
二
I
六
七
・
作
文
)
.
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
公
教
育
局

(
W
-
S
九
六
三
-
六
七
・
言
語
)
パ
ー
デ
ュ
ー
大
学
(
t
>
九
六

四
-
六
七
・
言
語
、
文
学
、
作
文
)
フ
ロ
-
ダ
州
立
大
学
(
c
c
T
l
・
九
六

三
-
六
八
・
言
語
へ
文
学
、
作
文
)
ハ
ン
タ
ー
大
学
(
c
-
e
n
二
九
六
二

-
六
七
・
教
材
と
指
導
法
)
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
(
t
o
一
九
六
五
-
六

九
・
作
文
)
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
(
t
-
2
九
六
三
-
六
八
二
孟
㌢

文
学
、
作
文
)
ミ
シ
ガ
ン
大
学
(
t
-
2
-
九
六
三
-
六
七
・
読
む
こ

と
、
雷
-
こ
と
)
"
'
ネ
ソ
タ
大
学
(
7
-
1
・
1
九
六
1
-
六
六
・
言
語
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
_
_
M
.
九
六
三
I
六
六
・
言
語
)
ノ
ー
ス
ウ
エ

ス
タ
ン
大
学
(
t
-
a
-
一
九
大
二
-
六
七
・
作
文
)
オ
レ
ゴ
ン
大
学
(
7

-
1
・
1
九
六
二
-
六
七
・
文
学
、
言
語
、
作
文
)
カ
ー
ネ
ギ
ー
工
科
大
学

(
-0
-
S
・
蒜
蝣
K
H
HK
m
.
-
]
軍
岩
屋
的
酢
文
)
ノ
-
ン
イ
-
ノ
イ
大

学
<
s
ォ
一
九
六
四
-
六
七
・
言
語
、
作
文
)
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こ
の
改
革
が
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
も
の
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
r
、
さ
き
の

キ
ッ
ツ
へ
イ
バ
ー
は
、
つ
ぎ
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

川
　
他
国
と
の
問
に
遅
れ
が
あ
る
こ
と
の
自
覚

脚
　
旧
教
育
哲
学
に
対
す
る
批
判

川
　
専
門
家
が
教
材
づ
-
り
に
参
加
を
始
め
た
こ
と

州
　
財
政
援
助
が
'
大
規
模
に
行
な
わ
れ
た
こ
と

5
　
「
新
国
語
」
の
構
造

報
告
書
「
国
語
教
育
の
其
本
問
題
」
　
(
1
九
五
九
)
の
中
に
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
た
箇
所
が
あ
る
。

(

蝣

蝣

-

#

り

ソ

'

蝣

'

1

言
語
、
文
学
、
作
文
(
コ
-
ユ
ニ
ケ
-
シ

ョ
ン
)
0
三
角
形
が
重
な
り
あ
っ
た
構
造

の
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
言
語
'
文
学
、
作

文
が
相
互
に
開
拓
し
た
構
造
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
、
「
新
国
語
」
の
特
徴
的
な
性

格
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
は
、
言

語
、
文
学
、
作
文
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一

つ
を
'
「
核
」
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

「
1
、
『
同
語
』
と

は
何
か
。

1
艇
に
'
作
文
へ
言
語
、
文
学
が
国
語
の
領
域

内
に
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
境
界
線
が
、
翻
訳
世
界
文
学
'

演
説
、
ジ
ャ
ー
ナ
-
ズ
ム
、
聞
く
こ
と
へ
読
書
治
療
、
総
合
的
一
般
教
養
の
指

導
を
含
む
べ
き
が
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
信
が
持
て
な
い
。
」
(
①
七
ペ
ー
ジ
)

こ
れ
が
'
「
新
国
語
」
の
領
域
に
つ
い
て
述
べ
た
'
最
も
初
期
の
意
見
で

あ
る
。こ

の
問
題
は
、
二
年
後
の
「
国
民
の
関
心
と
国
語
教
育
」
　
(
⑨
三
ペ
ー
ジ
)

で
は
、
早
急
に
着
手
さ
れ
る
べ
き
七
つ
の
課
題
の
第
1
と
し
て
'
「
国
語
の
教
授

を
'
言
語
、
文
学
、
作
文
の
学
習
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
。
」
を
あ
げ
て
い
る
。

右
の
二
つ
の
報
告
告
に
見
ら
れ
る
「
国
語
教
育
は
、
言
語
へ
文
学
'
作
文
で

あ
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ど
-
少
数
初
例
を
除
い
て
'
「
新
国
語
」
の
領
域

に
関
す
る
共
通
の
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
(
た
だ
し
、
「
国
語
教
育
の
基
本
問

題
」
で
は
'
言
語
、
文
学
、
作
文
以
外
の
指
導
を
、
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な

く
て
、
問
題
と
し
て
保
留
し
て
い
る
点
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
)

典
型
的
な
例
の
一
つ
と
し
て
'
カ
ー
ネ
ギ
ー
工
科
大
学
セ
ン
タ
ー
の
案
を
示

し
て
み
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
下
の
図
の
よ
う
に
'
国
語
と
い
う
教
科
が
、

が
'
何
を
核
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
セ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
ノ
独
自
の
見

解
を
持
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
工
科
大
学
セ
ン
タ
ー
の
案
を
、
言
語
へ
文
学
'
作
文

各
領
域
別
に
見
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
図
示
さ
れ
る
。

※
4

IE

次
頁
回
の
粋
の
中
に
示
さ
れ
た
事
項
は
'
「
基
本
概
念
」
と
い
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
矢
印
は
'
こ
の
「
基
本
概
念
」
が
'
三
学
年
を
通
じ
て
学
習
さ
れ
、
し

だ
い
に
高
度
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
(
「
順
次
性
」
)
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
順
次
性
を
実
現
す
る
カ
リ
キ
ュ
ウ
ム
は
、
「
ら
せ
ん
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と

呼
ば
れ
る
。

再
び
言
う
な
ら
へ
　
こ
れ
ら
各
領
域
の
順
次
性
を
も
つ
計
画
は
、
ま
た
'
国
語

科
全
体
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
相
互
に
開
通
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

6
　
「
新
国
語
」
の
指
導
法

ら
せ
ん
カ
-
キ
三
フ
ム
作
成
と
と
も
に
'
「
新
国
語
」
の
特
色
を
な
し
て
い

る
も
の
に
'
「
帰
納
的
指
導
法
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
へ
学
習

者
の
自
発
性
、
発
見
行
為
を
最
大
限
に
生
か
し
た
指
導
法
で
あ
り
'
さ
ま
ざ
ま

な
事
実
の
中
で
、
仮
説
、
検
証
を
く
り
返
し
て
　
-
　
発
見
行
為
に
よ
っ
て
　
-

目
標
に
到
達
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。

帰
納
的
指
導
の
例
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
関
係
上
へ



X　　　　　　　　学

作　　　　　　　　文

10学年

11学年

12学年

10学年

11学年

12学年

10学年

11学年

※
5

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

7
　
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
セ
ン
ツ
ー
の
ば
あ
い

ネ
ブ
ラ
ス
カ
・
セ
ン
タ
ー
は
、
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
、
順
次
性
の

あ
る
作
文
カ
-
キ
ユ
ラ
ム
の
開
発
を
行
な
っ
て
い
る
。

研
究
領
域
は
'
つ
ざ
の
七
つ
で
あ
る
。

川
　
作
文
と
古
典
修
辞
学
の
使
用
し
う
る
部
分

脚
　
作
文
と
新
修
辞
学
の
可
能
性
I
-
「
文
章
分
析
」
の
修
辞
学
的
な
可
能
性

と
、
言
語
の
哲
学
的
な
「
文
法
と
論
理
」
に
つ
い
て
の
最
近
の
英
国
の
研
究
、

川
　
作
文
と
そ
の
構
造
、
変
型
文
法
と
の
関
係

糾
　
作
文
と
柑
読
　
-
　
文
学
の
指
導
と
修
辞
学
的
あ
る
い
は
構
造
的
な
モ
ヂ
ル

と
し
て
の
文
学
の
使
用

料
　
作
文
の
優
秀
さ
の
捌
定
の
た
め
の
某
準
と
テ
ス
ト
の
作
成
　
　
　
　
　
　
　
I

㈹
　
基
本
的
な
作
文
の
「
習
慣
」
あ
る
い
は
「
決
定
の
型
」
が
形
成
さ
れ
る
生
　
1

徒
の
成
熟
水
準
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

川
　
統
語
論
、
論
理
学
、
説
得
の
工
夫
の
領
域
で
の
作
文
修
正
の
た
め
の
基
準

と
テ
ス
ト
作
成

こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
、
い
か
な
る
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
、
私

に
は
'
今
の
と
こ
ろ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
「
新

ヽ

　

ヽ

修
辞
学
」
と
作
文
構
造
、
「
変
型
文
法
」
と
作
文
の
関
係
な
ど
、
R
u
新
の
学
問

成
果
の
導
入
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
o

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
順
次
性
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
い
て
な
さ
れ

3
3
i

第
一
-
　
言
語
、
文
学
、
作
文
の
基
底
に
な
る
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
の
学
習
の

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
を
精
選
す
る
。
学
年
に
し
た
が
っ
て
鳩
次
祇
雑
に

す
る
。



墾
一
-
小
学
校
段
階
-
文
学
を
核
に
し
て
い
-
O
こ
の
場
合
、
言
語
へ

作
文
を
文
学
に
関
述
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。
ま
た
へ
作
文
と
文

学
様
式
と
の
閏
に
は
密
接
な
関
迫
を
持
つ
よ
う
に
す
る
.

第
三
-
中
学
校
-
文
学
あ
る
い
は
言
語
を
核
に
し
た
単
元
で
始
ま
り
'

作
文
の
単
元
へ
と
移
行
す
る
。
ま
た
、
最
初
か
ら
言
語
の
研
究
の
み
を
目
的
と

す
る
、
言
語
の
た
め
の
独
立
単
元
も
存
在
す
る
。

第
四
-
高
等
学
校
-
言
語
そ
れ
自
体
の
学
習
は
行
な
わ
れ
ず
'
文
学
'

作
文
に
お
け
る
応
用
が
中
心
に
な
っ
て
-
る
。
学
習
の
大
部
分
が
修
辞
学
の
方

に
移
行
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
少
学
校
段
階
で
は
文
学
、
中
学
校
段
階
で
は
言
語
(
あ
る
い

は
文
学
)
'
高
等
学
校
段
階
で
は
修
辞
学
を
核
に
し
て
'
そ
の
周
辺
に
'
核
以

外
の
二
つ
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
中
学
校
の
言
語
単
元
に
は
、
特
殊
な
も
の
が

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
'
そ
れ
は
'
高
等
学
校
の
修
辞
学
、
文
学
と
開

通
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
言
語
、
文
学
'
作
文
は
'
小
学
校
、

中
学
校
へ
高
等
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
を
通
じ
て
、
相

互
に
関
迫
し
た
形
で
、
先
に
学
習
し
た
こ
と
を
基
底
に
し
て
学
習
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
O
こ
れ
は
、
「
新
国
語
」
の
典
型
的
な
国
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

相
互
開
通
と
い
う
こ
と
で
注
目
す
べ
き
は
'
つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ブ
ラ

ス
カ
は
、
本
来
、
作
文
教
育
の
研
究
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
言

語
,
文
学
を
含
む
国
語
全
体
の
構
造
を
前
提
に
し
て
作
文
の
位
置
づ
け
を
し
て

い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
単
元
内
容
が
、
言
語
や
文
学
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

粗
密
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
っ
て
い
る
o
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
へ
ネ
ブ
ラ
ス
カ
・
セ
ン
タ
ー
は
'
わ
ざ
わ
ざ
へ
以
下
の
よ
う
に
逃
べ

て
い
る
　
-
　
「
あ
ら
ゆ
る
単
元
は
、
言
語
・
作
文
の
単
元
で
あ
っ
て
も
、
文

学
・
作
文
の
単
元
で
あ
っ
て
も
作
文
単
元
で
あ
る
.
」
　
(
登
の
1
二
七
ペ
1

-

.

0

さ
て
'
小
・
中
・
高
の
単
元
の
内
容
に
つ
い
て
も
う
す
こ
し
詳
し
く
み
る
。

小
学
校

文
学
-
神
話
、
喜
劇
、
空
想
小
説
、
お
と
ぎ
話
、
風
刺
文
学
、
伝
記
な
ど
の

学
習
。

言
語
-
言
語
の
木
質
、
形
態
分
輿
形
態
論
へ
統
語
論
、
方
言
へ
言
語
史
な

ど
の
構
造
的
学
習
。

作
文
I
㈲
児
童
が
す
で
に
検
討
し
て
い
る
文
学
的
・
修
辞
学
的
形
態
の
文

ft"脚
言
語
構
造
を
操
作
す
る
実
験

中
学
校
・
高
等
学
校

文
学
・
作
文
単
元
(
文
学
と
作
文
の
関
連
単
元
)

第
七
学
年
　
-
　
神
・
人
叙
・
事
文
・
寓
話
t
 
E
X
E
M
P
L
U
M

記
号
・
典
型
的
読
み
物

第
八
学
年
1
-
ヒ
ー
ロ
ー
・
性
格
、
E
X
E
M
P
L
U
M
.

視
点第

九
学
年
　
-
　
ジ
ャ
ン
ル
・
文
体
の
レ
ベ
ル
へ
形
態
、
筋

第
一
〇
学
年
　
-
　
テ
ー
マ
・
文
学
的
配
合
と
悲
劇

第
二
学
年
　
-
　
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル
・
ア
メ
-
カ
の
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル

第
二
1
学
年
　
-
　
ジ
ャ
ン
ル
と
テ
ー
マ
・
イ
ギ
-
ス
の
テ
ー
マ
と
ジ
ャ
ン
ル

言
語
・
作
文
単
元

こ
れ
ら
の
文
学
・
作
文
、
言
語
・
作
文
両
単
元
を
み
る
と
'
小
学
校
に
お
け

る
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
の
多
様
性
、
言
語
の
科
学
的
手
法
へ
作
文
へ
の
そ
れ
ら
の

16
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応
用
な
ど
の
点
で
、
従
来
の
経
験
主
義

国
語
教
育
に
見
ら
れ
な
い
高
度
な
知
識

・
技
能
の
習
得
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
学
校
・
高
等
学
校
の
単
元
も
従
来

と
は
異
な
っ
た
楕
成
方
法
を
と
っ
て
い

る
。
文
学
も
作
文
も
「
構
造
的
認
識
」

を
日
ざ
し
て
お
り
、
テ
ー
マ
別
配
列
と

か
学
校
文
法
の
学
習
と
い
っ
た
も
の
と

は
、
全
-
別
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

ネ
ブ
ラ
ス
カ
・
セ
ン
タ
I
は
、
1
九

六
五
年
に
、
「
段
落
の
修
辞
学
」
と
い

う
、
第
1
0
学
年
用
の
作
文
の
実
験
教

・

S

<

<

o

材
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ

ー
が
作
成
し
た
数
十
冊
の
テ
キ
ス
-
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
上
に
示
し
た
単

元
内
容
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
言
語
・

作
文
単
元
に
近
い
も
の
と
考
え
て
よ

い
。こ

の
第
1
0
学
年
の
作
文
単
元
は
、
第
七
学
年
の
「
形
態
分
類
竪
冗
」
へ
第

八
学
年
の
「
統
語
論
単
元
」
へ
第
九
学
年
の
「
修
辞
学
単
元
」
へ
第
1
0
学
年

の
A
「
文
の
停
辞
学
単
冗
」
に
開
通
し
て
い
る
0

「
段
落
の
佐
辞
学
」
は
、
サ
ザ
ン
・
カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
フ
ラ
ン
シ
ス

※
7

・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
の
理
論
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま

ず
へ
ク
-
ス
テ
ン
セ
ン
の
理
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
倍
単
に
述

べ
て
お
く
。

か
れ
は
、
旧
来
の
修
辞
学
を
'
初
歩
的
な
文
を
結
合
さ
せ
て
複
雑
な
文
に
す

る
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
の
で
き
る
修
辞
学
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
、
第
一
〇
学
年
「
文
の
修
辞
学
」
で
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
旧
修
辞
学
の
諸
規
則
が
規
職
的
'
固
定
的
で
'
と
き
に
は
誤
っ
て
さ
え

い
る
と
い
う
自
覚
か
ら
、
作
文
者
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
だ
さ
せ
る
よ
う
な
「
生

成
的
」
な
修
辞
学
を
主
張
す
る
。

か
れ
は
'
「
付
加
」
、
「
動
き
の
方
向
」
、
「
一
般
化
の
レ
ベ
ル
」
へ
　
「
構

造
の
濃
度
」
と
い
う
四
つ
の
原
理
を
、
文
の
修
辞
学
か
ら
'
段
落
の
修
辞
学
に

も
通
用
で
き
る
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
つ
ざ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
。

S
「
付
加
」
　
　
文
、
文
章
は
、
基
底
に
な
る
句
、
文
節
へ
文
を
持
つ
。

「
基
底
」
は
'
文
、
文
章
に
意
味
を
に
な
わ
せ
る
土
台
と
し
て
精
髄
し
、
そ
の

土
台
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
修
飾
語
が
付
加
さ
れ
へ
む
し
ろ
こ
う
し
た
修

飾
語
の
付
加
さ
れ
よ
う
に
兼
目
す
る
こ
と
の
方
が
苅
嬰
で
あ
る
0
　
(
文
に
関
し

て
い
え
ば
'
「
基
底
」
と
な
る
の
は
、
名
詞
、
動
詞
'
主
文
節
で
あ
る
。
)

の
「
動
き
の
方
向
」
-
-
「
修
飾
の
方
向
」
と
も
い
わ
れ
る
。
言
語
表
現
は

線
状
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
'
「
詣
底
」
部
分
に
付
け
加
え
ら
れ
る
修
飾

語
は
'
そ
の
前
か
後
ろ
で
あ
る
O
　
「
付
加
」
の
方
向
性
の
問
題
を
と
ら
え
よ
う

と
す
る
の
が
'
こ
こ
で
は
問
題
と
な
る
。

桝
「
1
般
化
の
レ
ベ
ル
」
・
・
・
-
「
抽
象
化
の
レ
ベ
ル
」
と
も
い
わ
れ
る
O
桔

迄
の
屑
を
意
味
の
領
域
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
0
　
「
基
底
」
部
分
と
,
そ

れ
に
付
加
さ
れ
る
部
分
が
'
抽
象
レ
ベ
ル
の
上
で
ど
う
い
う
関
係
に
な
っ
て
い

17



る
か
に
関
す
る
原
理
で
あ
る
。

叫
「
構
造
の
濃
度
」
　
　
作
文
者
が
「
基
底
」
部
分
に
ど
れ
だ
け
の
も
の
を

付
加
し
た
か
に
関
す
る
原
理
で
あ
る
。
法
度
が
「
濃
い
」
か
「
薄
い
」
か
と
い

う
判
断
が
下
さ
れ
る
。
効
果
的
な
文
体
は
、
濃
度
の
多
様
性
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。

第
一
〇
学
年
の
「
段
落
の
修
辞
学
」
は
、
主
と
し
て
へ
段
落
の
層
構
造
(
レ

ベ
ル
)
　
を
問
題
に
し
て
い
る
。

教
科
書
全
体
は
三
部
よ
り
な
り
、
第
1
部
「
導
入
」
で
は
、
さ
き
の
ク
リ
ス

テ
ン
セ
ン
の
生
成
修
辞
学
の
理
論
の
解
説
を
L
へ
第
二
部
「
ク
ラ
ス
討
議
資

料
」
で
は
'
さ
ま
ざ
ま
な
桟
道
の
段
落
に
つ
い
て
、
生
成
修
辞
学
の
方
法
を
、

ク
ラ
ス
全
体
で
通
用
し
て
み
る
こ
と
が
意
斑
さ
れ
'
第
三
部
　
「
練
習
問
題
」

は
、
自
力
で
、
段
落
の
構
造
分
析
を
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
?

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
は
、
文
の
修
辞
学
に
つ
い
て
、
文
に
は
二
レ
ベ
ル
文
と
多

(
マ
ル
チ
)
レ
ベ
ル
文
と
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

図
示
で
き
る
。

.2

I-3

†-4
†.

多
レ
ベ
ル
文

縦
の
矢
印
は
、
主
従
関
係
の
レ
ベ
ル
を
不
し
て
い
る
。
二
レ
ベ
ル
文
で
は
'

第
二
レ
ベ
ル
要
素
は
、
す
べ
て
相
互
に
等
位
で
あ
り
'
す
べ
て
が
'
ト
ッ
プ
・

レ
ベ
ル
の
文
と
直
接
に
通
じ
合
っ
て
い
る
。
マ
ル
チ
・
レ
ベ
ル
文
で
は
う
ど
の

従
属
レ
ベ
ル
部
分
も
、
仲
介
物
を
通
し
て
の
み
へ
　
ト
ッ
プ
・
レ
ベ
ル
文
と
か
か

わ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
文
の
原
理
は
、
そ
の
ま
ま
段
落
に
も
通
用
さ
れ
る
0
す
な
わ
ち
'

段
落
中
の
各
文
の
相
互
関
係
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
段
落
の
構
造
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

連
続
す
る
文
相
互
の
関
係
は
'
「
等
位
」
関
係
か
「
従
属
」
関
係
で
あ
る
。

段
落
構
成
は
'
こ
う
し
た
文
関
係
の
集
損
で
あ
っ
て
'
等
位
連
続
の
段
落
か
'

従
属
接
続
の
段
落
か
'
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
混
合
さ
れ
た
段
落
か
で
あ
る
。
そ

の
連
続
の
第
一
の
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
ト
ピ
ッ
ク
・
セ
ン
テ

ン
ス
で
あ
る
。

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
造
の
段
落
が
'
検
討
用
に
、

提
出
さ
れ
た
。

A
、
純
粋
な
等
位
連
続
構
造
　
B
t
純
粋
な
従
属
連
続
構
造
　
C
'
等
位
連
続

に
基
づ
く
混
合
連
続
構
造
、
D
、
従
属
連
続
に
革
づ
-
混
合
連
続
構
造
　
E
、

移
行
文
(
導
入
文
)
の
あ
る
段
落
　
F
、
結
論
文
の
あ
る
段
　
ォ
-
Q
と
E
、

F
と
は
分
類
の
基
準
が
異
な
る
)

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
段
落
と
は
、
「
構
造
的
に
開
通
し
た
文
の
逗

続
」
で
あ
る
。
構
造
的
な
連
続
を
破
壊
す
る
要
素
(
た
と
え
ば
へ
迅
続
の
中
断

飛
躍
)
　
の
な
い
一
迫
の
文
構
造
を
段
落
と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
1
0
学
年
「
段
落
の
倍
辞
学
」
の
節
二
部
で
は
'
こ
の
よ
う
な
構
造
的
間

迫
の
例
が
'
右
の
A
I
F
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
提
示
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
検
討
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
興
味
あ
る
こ
と
は
'
構
造
的
に
定
義
さ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
・
セ
ン
テ
ン

ス
　
(
第
一
レ
ベ
ル
文
)
が
'
常
に
段
落
の
冒
頭
に
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
.

(
た
だ
し
E
を
除
-
o
)
第
一
レ
ベ
ル
文
を
欠
-
も
の
、
あ
る
い
は
第
1
レ
ベ

ル
文
が
、
冒
頭
以
外
に
あ
る
段
落
も
あ
る
こ
と
を
認
め
て
は
い
る
が
、
教
科
書

中
に
そ
の
例
は
出
て
こ
な
い
L
t
ま
た
存
在
す
る
と
し
て
も
と
る
に
た
り
な
い

ほ
ど
稀
な
例
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
O
こ
の
点
に
関
し
て
は
な
お
検
討
の
余
地

が
あ
る
。
こ
の
疑
点
の
解
明
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
今
ク
-
ス
テ
ン
セ

ン
の
理
論
が
、
教
材
化
さ
れ
る
妥
当
性
を
持
つ
と
す
れ
ば
'
指
導
上
へ
学
習

上
へ
　
つ
ざ
の
よ
う
な
利
点
が
考
え
ら
れ
る
。

川
構
造
分
析
に
よ
っ
て
、
L
.
p
き
手
に
、
有
効
で
'
具
体
的
な
指
示
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
、
文
の
生
産
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

脚
旧
修
辞
学
の
段
落
屈
開
法
に
比
較
し
て
、
客
観
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
'

し
か
も
、
文
へ
段
落
、
全
体
作
文
に
共
通
の
原
理
が
通
用
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、
ら
せ
ん
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
や
す
-
、
学
年
を
追
っ
て
基
木
概
念
が
強

化
さ
れ
る
。

な
お
へ
さ
き
の
第
一
レ
ベ
ル
文
に
関
す
る
わ
た
-
し
の
疑
点
の
ほ
か
に
、
ク

リ
ス
テ
ン
セ
ン
自
身
、
従
属
関
係
の
分
析
に
難
点
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お

り
、
「
生
成
修
辞
学
」
も
、
実
際
に
は
大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ネ
ブ
ラ
ス
カ
の
「
段
落
の
修
辞
学
」
指
導
が
、
こ
の
実
験
教
材
に
す
べ
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
実
験
教
材

が
'
ク
-
ス
テ
ン
セ
ン
の
理
論
を
ど
う
取
り
入
れ
、
生
き
た
も
の
に
し
て
い
る

か
は
'
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
'
ネ
ブ
ラ
ス
カ
の
作
文
単
元
は
'
さ
ま
ざ
ま
な

構
造
の
段
落
を
分
析
し
て
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
が
中
心
に
な
り
'
そ
の
た
め

の
知
識
の
伝
達
(
習
得
)
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ク
-
ス
テ
ン
セ
ン
の
「
生

成
」
修
辞
学
の
「
生
成
」
が
'
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
生
き
て
い
る
か
否
か
を
考
え
る

と
へ
　
こ
の
単
元
が
不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
る
と
い
う
s
t
鬼
を
持
た
ざ
る
を
え
な

い
。
つ
ま
り
'
学
習
者
自
身
の
書
く
作
業
が
へ
　
こ
の
単
元
内
に
は
予
定
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
O
構
造
分
析
に
関
す
る
紐
密
な
知
識
が
、
学
習
者
自
身
の
文

章
に
生
か
さ
れ
る
機
会
が
保
証
さ
れ
る
必
要
が
'
当
然
'
考
え
ら
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

8
　
ま
と
め

以
上
7
に
お
い
て
は
'
「
新
国
語
」
の
た
め
の
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
目
ざ

す
'
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
研
究
・
実
地
教
授
セ
ン
タ
ー
の
作
文
単

元
の
例
を
引
い
て
考
察
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
'
こ
の
単
元
は
'
延
べ
一
六

に
も
お
よ
ぶ
'
一
般
国
語
部
門
の
セ
ン
タ
ー
中
の
一
つ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
　
I

も
の
に
す
ぎ
な
い
L
t
ま
た
、
本
論
稿
で
扱
い
え
た
の
は
、
そ
の
ご
く
一
郎
に
　
1
9

す
ぎ
な
い
。
作
文
単
元
'
作
文
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
セ
　
一

ン
ク
ー
は
、
他
に
も
1
0
あ
ま
り
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
理
論
的
な
根
拠

に
立
っ
て
'
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
言
語
へ
文
学
両
部
門
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
し
て
、
詔
セ
ン
タ
ー
の
成
果
が
、
今
後
の
(
特
に
一
九

七
〇
咋
代
の
)
E
l
f
5
童
H
C
.
十
‥
頭
両
!
J
-
^
i
t
 
f
-
 
-
V
蝣
.
,
 
'
間
に
-
 
-
'
-
K
-
W
∵
?
'
-
i
j
-
S

え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
'
そ
の
反
面
に
、
学
問
中
心
と
い
う
高
度
の
学
問
的
知
識
を

蝣

.

-

>

'

.

要
求
す
る
新
国
語
は
、
ブ
ル
ー
ナ
I
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
胡
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
す

べ
て
の
学
習
者
に
と
っ
て
学
習
可
能
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
疑
問
へ
さ
ら
に
重

要
な
こ
と
は
、
学
問
的
に
高
度
な
知
識
の
学
習
に
の
み
日
が
向
け
ら
れ
て
い

て
、
学
習
者
の
仝
人
間
的
な
発
達
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う



疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

各
セ
ン
タ
I
の
研
究
が
完
成
段
階
に
は
い
ろ
う
と
し
て
い
た
一
九
六
六
年

に
、
「
国
語
教
育
に
関
す
る
英
米
会
議
」
　
(
別
名
ダ
ー
-
マ
ウ
ス
・
セ
,
,
,
チ
-
)

が
開
か
れ
た
o
比
殴
国
語
教
育
の
面
で
も
注
目
す
べ
き
こ
の
会
議
で
の
報
告
・

討
議
・
決
議
は
、
明
ら
か
に
'
「
新
国
語
」
と
は
別
の
方
向
を
と
り
'
「
新
国

語
」
の
努
力
を
評
価
し
な
が
ら
も
へ
学
問
中
心
の
国
語
教
育
が
、
順
次
性
を
求

め
る
あ
ま
り
に
、
校
雑
さ
を
性
格
と
す
る
国
語
教
育
か
ら
'
必
要
以
上
に
多
-

の
も
の
を
捨
て
去
っ
て
い
は
し
な
い
か
と
批
判
し
'
経
験
を
重
視
す
る
と
い
う

立
場
を
守
っ
て
い
る
。
2
の
時
期
区
分
で
'
ミ
ラ
I
が
第
四
に
あ
げ
た
「
人
道

主
義
的
な
時
期
と
は
'
ま
さ
に
こ
の
新
国
語
批
判
の
立
場
を
示
し
て
い
る
と
思

え
t
C
サ
Jそ

の
ほ
か
未
解
決
の
多
く
の
問
題
が
あ
る
(
例
・
指
導
法
、
学
習
者
の
問
題

な
ど
)
が
'
「
新
国
語
」
開
発
に
際
し
て
へ
出
発
点
で
、
国
語
教
育
に
関
す
る

諸
問
題
を
考
え
ら
れ
る
限
り
掠
㌣
出
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
協
力
へ
批
判

を
受
け
よ
う
と
し
た
行
き
方
か
ら
推
し
て
、
今
後
の
「
新
国
語
」
の
方
向
は
.
 
I

必
ず
し
も
暗
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
へ
順
次
性
の
追
求
(
系
統
化
の
追
求
)

を
試
み
て
'
科
学
的
な
壁
尚
水
準
の
系
統
化
案
を
、
関
係
諸
分
野
の
専
門
家
の

参
加
も
受
け
て
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
は
'
学
ぶ
点
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
力
に
あ
ふ
れ
た
混
乱
期
の
ア
メ
-
カ
の
国
語
教
育
の
か
か
え
て
い
る
問

題
は
、
遠
い
国
の
問
題
で
な
-
、
身
近
な
わ
れ
わ
れ
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考

え
て
努
力
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
「
新
国
語
」
の
発
展
に
注
目
し
た
い
。

注
※
1
t
 
J
A
M
E
S
 
E
.
M
I
L
L
E
R
,
J
Q
◎
二
五
～
二
六
ペ
ー
ジ

※
2
、
こ
の
年
に
「
国
語
教
育
の
基
本
問
題
」
に
関
す
る
一
迫
の
会
議
が
閑
か

れ
'
翌
年
報
告
書
を
出
版
.

※
3
、
拙
稿
「
高
等
学
校
国
語
教
育
の
研
究
-
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ

-
カ
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
中
心
に
　
-
　
」
昭
和
4
2
年
度
広
島
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
修
士
論
文
抄
p
p
.
f
c
1
4
0
　
　
　
拙
稿
「
高
等
学
校
国
語

汽
f
c
&
f
l
^
　
-
　
中
蝣
C
.
f
学
T
同
語
　
　
　
　
　
　
　
　
会
Z
t
.
Z
-
-
J
中
日

四
国
教
育
学
会
編
「
教
育
学
研
究
紀
要
」
第
一
三
巻
　
(
w
g
.
c
o
)
p
p

1

2

3

-

1

2

4

※
4
'
J
ブ
ル
ー
ナ
-
　
(
B
R
U
N
E
R
)
に
よ
っ
て
「
教
育
の
過
程
」
　
(
一
九

六
一
)
中
に
説
明
さ
れ
る
。
教
科
あ
る
い
は
教
材
の
構
造
の
理
解
に
際
し

て
必
要
と
さ
れ
る
基
底
的
な
観
念
・
知
識
を
さ
す
.
各
セ
ン
タ
ー
の
設
定

す
る
基
本
概
念
は
'
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
も
の
で
あ
る
.

※
5
、
拙
稿
「
高
等
学
校
国
語
教
育
の
研
究
脚
-
ア
メ
-
カ
の
国
語
教
育
改
革

I
」
中
国
四
国
教
育
学
会
編
「
教
育
学
研
究
紀
要
」
第
1
五
巻
(
w
i

3
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

※
<
o
'
"
A
 
C
U
R
R
I
C
U
L
U
M
 
F
O
打
E
N
G
L
I
S
H
‥
T
H
E
R
H
E
T
O

R

I

C

 

O

F

 

S

H

O

R

T

 

U

N

I

T

S

 

O

F

 

T

H

E

C

O

M

P

O

S

I

T

I

O

N

‥

B

.

T
H
E
 
R
H
E
T
O
R
I
C
O
F
T
H
E
 
P
A
R
A
G
R
A
P
H
:
G
R
A
D
E
I
O
"

1

9

6

5

,

U

N

I

V

.

O

F

 

m

E

B

R

A

S

I

ハ

A

※
7
、
F
R
A
N
C
I
S
 
C
H
R
I
S
づ
E
N
S
E
N
　
新
修
辞
学
の
建
設
を
試
み
て
い

る
学
者
で
、
1
九
六
七
年
に
は
、
「
新
修
辞
学
に
対
す
る
意
見
　
-
　
教
師

の
た
め
の
六
つ
の
論
文
」
　
(
:
N
O
T
E
S
T
O
W
A
R
D
 
A
N
E
W
R
H
E

T
O
R
I
C
‥
S
I
X
 
E
S
S
A
Y
S
 
F
O
R
T
E
A
C
H
E
R
S
"
)
　
を
出
版
し
'

そ
の
論
の
普
及
を
は
か
っ
て
い
る
。
新
修
辞
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
が

あ
る
が
、
ク
-
ス
テ
ン
セ
ン
の
も
の
は
、
変
形
文
法
の
影
響
を
受
け
た
言

語
学
的
な
性
格
の
況
厚
な
も
の
で
あ
る
。
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※
8
、
「
ど
の
教
科
で
も
そ
の
茄
礎
を
、
な
ん
ら
か
の
形
で
'
ど
の
年
齢
の
だ

れ
に
で
も
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
命
題
で
有
名
。
強
力
か
つ
単

純
を
特
性
と
す
る
基
礎
的
観
念
の
指
導
に
よ
っ
て
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
従
進
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

O
「
新
国
語
」
関
係
主
要
文
献

①
A
S
A
,
C
E
A
,
M
L
A
,
N
C
T
E
,
 
"
T
H
E
 
B
A
S
I
C
 
I
S
S
U
E
S
 
I
N

T
H
E
 
T
E
A
C
H
I
N
G
 
O
F
 
E
N
G
L
I
S
H
"
1
9
5
9
,
N
C
T
E

①
N
C
T
E
,
こ
T
H
E
 
N
A
T
I
O
N
A
L
 
I
N
T
E
R
E
S
T
 
A
N
D
 
T
H
E
T
E
A
-

-
C
H
I
N
G
 
O
F
 
E
N
G
L
I
S
H
"
,
1
9
6
1
,
N
C
T
E

③
R
.
B
R
A
D
D
O
C
K
&
O
T
H
E
R
S
"
 
"
R
E
S
E
A
R
C
H
 
I
N
 
W
R
I
T
T
-

E
N
 
C
O
M
P
O
S
I
T
I
O
N
,
"
1
9
6
3
,
N
C
T
E

ゥ
C
E
E
B
,
 
"
F
R
E
E
D
O
M
 
A
N
D
 
D
I
S
C
I
P
L
I
N
E
 
I
N
 
E
N
G
L
I
S
H
"

1
9
6
5
,
C
E
E
B

ゥ
G
A
R
Y
 
T
A
T
E
(
E
d
.
)
,
 
"
R
E
F
L
E
C
T
I
O
N
S
 
O
N
 
H
I
G
H
 
S
C
H
O
-

O
L
 
E
N
G
L
I
S
H
,
"
1
9
6
6
　
U
N
I
V
.
O
F
 
T
U
L
S
A
.

⑥
N
C
T
E
,
.
E
N
G
L
I
S
H
 
C
U
R
R
I
C
U
L
U
M
 
S
T
U
D
Y
 
A
N
D

D
E
M
O
N
S
T
R
A
T
I
O
N
 
C
E
N
T
E
R
S
,
"
1
9
6
6
,
N
C
T
E

⑦

N

C

T

E

,

 

"

E

N

D

S

 

A

N

D

 

I

S

S

U

E

S

-

1

9

6

5

-

1

9

6

6

,

 

"

1

9

6

6

,

N

C

T

E

ゥ
N
A
S
S
P
,
 
"
T
H
E
 
E
N
G
L
I
S
H
 
C
U
R
R
I
C
U
L
U
M
I
N
S
E
C
O
N
D
A
-

R
Y
 
S
C
H
O
O
L
S
,
"
T
H
E
 
B
U
L
L
E
T
I
N
 
O
F
 
T
H
E
 
N
A
T
I
O
N
A
L

A
S
S
O
C
I
A
T
I
O
N
 
O
F
 
S
E
C
O
N
D
A
R
Y
 
S
C
H
O
O
L
 
P
R
I
N
C
I
P
-

A
L
S
,
A
P
R
I
L
,
1
9
6
7

⑨
M
.
F
.
S
H
U
G
L
U
E
,
.
E
N
G
L
I
S
H
 
I
N
 
A
 
D
E
C
A
D
E
 
O
F
 
C
H
A
-

N
G
E
,
"
1
9
6
8
,
P
E
G
A
S
U
S
,
N
E
W
 
Y
O
R
K

(
論
稿
中
の
引
用
部
分
の
番
号
は
、
こ
の
文
献
目
録
中
の
符
号
萱
不
し
て
い

る

。

)
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(
執
筆
当
時
、
広
大
大
学
院
、
現
在
、
福
岡
教
育
大
学
教
官
)
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